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皆様からご協力をいただきました「赤い羽根共同皆様からご協力をいただきました「赤い羽根共同
募金」を財源として、子ども達の安全を守るため募金」を財源として、子ども達の安全を守るため
に防犯ブザーを寄贈させていただきました。に防犯ブザーを寄贈させていただきました。

新1年生へ防犯ブザーをプレゼント新1年生へ防犯ブザーをプレゼント写真

この広報紙は、赤い羽根共同募金の配分金で作成しています。



令和５年度　事業計画
地域福祉の推進
●福祉座談会の開催
●福祉委員の設置推進
●福祉会の設置推進
●いきいきサロン活動の推進
●地域福祉研修会の開催
●福祉映画上映会の開催
●地域歳末・年始事業の推進

ボランティア活動の推進
●ボランティアセンターの運営
●ボランティア講座の開催
●災害ボランティア養成講座の開催
●ボランティアスクールの開催
●ボランティア団体の活動支援
●ボランティア活動の啓発
●ボランティア活動保険への加入促進

福祉教育の推進
●福祉入門教室・福祉の仕事出前講座
●車いすバスケットボールのイベントへの参加
●福祉教育の支援
●社会福祉協力校の指定
●福祉教育教材「ともに生きる」の配布
●福祉機材寄贈

貸出事業　
●チャイルドシートの貸出
●福祉車両の貸出
●車いすの貸出
●レクリエーション遊具の貸出

広報啓発活動　
●広報紙の発行
●ホームページ、ＳＮＳの更新

相談機能の充実
●弁護士無料法律相談の実施
●ひきこもり支援事業
●フードバンクの運営
●関係機関との連携

高齢者の支援
●寝具洗濯サービスの実施
●ふれあい電話の実施
●在宅介護者の支援

障がいを抱える方への支援
●障がい者サロンの開催
●手話サロンの開催
●障がい者団体・作業所の活動支援
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宮若市社会福祉協議会

会　長　村  上  文  男
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（単位：千円）
令和５年度　予算

収入項目 予算額 支出項目 予算額
寄附金収入 1,055 人件費支出 163,661
経常経費補助金収入 63,243 事業費支出 37,724
受託金収入 140,578 事務費支出 7,597
事業収入 10,043 助成金支出 2,165
受取利息配当金収入 7 負担金支出 2,004
その他の収入 86 固定資産取得支出 200
拠点区分間繰入金収入 2,490 ファイナンス・リース債務の返済支出 690
サービス区分間繰入金収入 300 積立資産支出 13
前期末支払資金残高 6,500 拠点区分間繰入金支出 2,490

サービス区分間繰入金支出 300
その他の活動による支出 5,072
予備費支出 2,386

収入合計 224,302 支出合計 224,302

子育ての支援
●子育てイベントの開催
●子育て用品リユース事業
●子育て団体の支援

指定管理者制度による社会福祉センターの運営
●社会福祉センターの運営
●ふくしバスの運行

受託事業　
●放課後児童健全育成事業の受託（宮若市より）
●高齢者居場所づくり事業の受託（宮若市より）
●宮若市戦没者遺族会事務局の受託（宮若市より）
●日常生活自立支援事業の受託（福岡県社会福祉協議会より）
●共同募金会宮若市支会事務局の受託（福岡県共同募金会より）
●メセナシート配布事業（福岡ソフトバンクホークス㈱より）

詳しい事業内容は、ホームページをご覧ください。

寝具洗濯
サービス事業を
おこないます
在宅で寝具の洗濯衛生管理
が困難な高齢者に対し、寝具
洗濯サービスを提供します。

★申請方法がわからない場合は、宮若市社会福祉協議会
　にお問い合わせください。

介護保険認定を受けている人、
または65歳以上で同等の人。
※年齢基準日は令和５年4月1日とし、入院・
　入所している人は対象になりません。

5月1日（月）からお住まいの地域の
民生委員さんに、お申込みください。

対　　象

申請方法

子どもたちが犯罪に巻き込まれそうになっ
た時、周囲に危険を知らせることができる
よう、例年教育委員会を通じて市内の小学
校に防犯ブザーを贈呈しています。

防犯ブザーの贈呈
新一年生に

防犯ブザーの贈呈
新一年生に
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宮若市社会福祉協議会
TEL 0949-32-0335   FAX 0949-32-1009

ひきこもり
支援相談士による

ーひきこもり状態にある方やご家族の方へー
ご家族の方の相談でも結構です。
何かきっかけが見つかるかもしれません。

相談日は、福祉センター休館日となっております
ので、安心してお越しください。

事前予約が必要

無 料

日時：４月25日（火）、５月23日（火）
　　　13：30～16：30
定員：最大３名まで
場所：宮若市社会福祉センター

ひきこもり相談

２ヵ月に１回、第２火曜日の午後１時から４
時まで、法律相談を実施しています。
困ったことや心配なことはありませんか？
まずはお問い合わせください。
日時：４月11日（火） 
定員：6名（1人30分）
場所：宮若市社会福祉センター

事前予約
が必要

～弁護士による無料法律相談～寄 附 お 礼

令和5年１月１日～令和5年２月28日

寄附者名 故　人 住所

本　田　敏　郎 本　田　ミ　エ 金　丸

本　松　恵　美 本　松　義　隆 本　城

渡　邉　裕　美 渡　邉　英　子 宮　田

入　江　則　幸 入　江　則　和 百合野

松　尾　和　廣 松　尾　信　子 日　吉

森　田　秀　一 森　田　美恵子 金　丸

野見山　勝　文 野見山　景　子 日　吉

石　松　のり子 石　松　五　雄 小　伏

川　俣　真寿美 桂　　　香代子 金　丸

福　冨　栄　二 福　冨　オリヱ 龍　徳

安　永　容　子 安　永　哲　章 小　原

有　本　敏　浩 有　本　祐　子 黒　目

● 香典返しとして（敬称略）

　次の方々から、「香典返し」として社会福祉協
議会にご寄附をいただきました。心よりお礼申
し上げます。この浄財は、チャイルドシート貸
出事業や無料法律相談事業等 社会福祉事業を推
進するために、大切に使わせていただきます。

お問合せ

音声コードとは、テキストデータを二次元
コードに変換したもので、専用のスマート
フォンアプリで読み込むと記録された文字情
報を音声で聞くことができます。
ぜひご活用ください。
※ご利用の際はアプリをダウンロードする必要があ
　ります。
　下記のQRコードよりダウンロードが可能です。

Google PlayApp Store

Uni-Voicen - o c
を導入しました

音声コード

子育てイベント

６月３日（土）
10：30～
宮若市社会福祉センター
未就学のお子様

日　時

場　所
対　象

参加される方は事前予約を
お願いいたします。
　　　　　　（担当：井上）

参加無料

4この広報紙は、赤い羽根共同募金の配分金で作成しています。


